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2 広報いしかわ　１１月号

わ
た
し 

た
ち
の 

健
康 

取
り
巻 

く
課
題 

㈫

パ
ー
ト

パ
ー
ト
㈫

パ
ー
ト

　

町
民
の
健
康
に
関
す
る
最
大
の
課
題
は
、

総
死
亡
の　

％
以
上
を
占
め
る
生
活
習
慣

６０

病
の
予
防
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
食
物
、
た
ば
こ
、
多
量
飲
酒
、

運
動
不
足
等
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
た
ば
こ
は
、
が
ん
の
原
因

と
し
て
、
あ
る
い
は
、
脳
血
管
疾
患
、
心

疾
患
等
の
循
環
器
病
の
ほ
か
、
多
く
の
生

活
習
慣
病
の
原
因
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
食
生
活
に
お
い
て
は
、

全
て
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
と
の
関
連
も

深
く
、
栄
養
の
不
足
よ
り
も
、
む
し
ろ
栄

養
過
剰
に
対
す
る
対
策
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
運
動
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
肥
満
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
虚
血
性
心
疾
患
、
骨
粗
鬆

症
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
お
い
て
、

効
果
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
本
町
の
総
死
亡
に
対
す
る

１３

主
要
死
因
は
、が
ん　

・
８
％
、心
疾
患　

・

２８

２１

５
％
、
脳
血
管
疾
患　

・
２
％
で
、
こ
れ

１５

ら
三
大
死
因
が
総
死
亡
の　

％
を
占
め
て

６５

い
ま
す
。

　

幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
を

通
じ
て
食
生
活
、
運
動
・
休
養
等
に
関
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

喫
煙
は
本
人
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
・
職
場
等
に
お
い
て
、
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
で

は
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
を
最
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

　

複
雑
化
、
高
度
化
し
た
現
代
社
会
に
お

い
て
、
わ
た
し
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
は
、

複
雑
、
多
様
化
し
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
身
体
ば
か
り

で
な
く
「
こ
こ
ろ
の
不
健
康
」
が
生
じ
、

悩
ん
で
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
諸
問
題

の
対
策
や
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
対

す
る
相
談
体
制
や
、
社
会
的
な
支
援
が
必

要
で
す
。

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
９
月
号
か

２１

ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康

を
取
り
巻
く
最
大
の
課
題
と
し
て
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
善
す
る
な
ど

の
推
進
方
策
な
ど
を
目
的
別
に
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
に

よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

た
ば
こ
対
策
に
対
す
る

社
会
的
な
取
り
組
み

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
社
会
的
な
支
援
と

ア
ル
コ
ー
ル
対
策

県
で
も
、「
健
康
ふ
く
し
ま　

計
画
」
に
お

２１

い
て
、
た
ば
こ
対
策
を
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
本
町
で
は
、

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
を
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



3広報いしかわ　１１月号

町
・
県
・
国 

●
保
健
事
業
・
保
健
情
報
の
提
供 

●
健
康
づ
く
り
と
支
援
体
制
の
整
備 

●
関
係
機
関
と
の
連
携 

●
調
査
研
究
の
推
進 

企
業 

●
従
業
員
・
家
族
の
健
康
管
理 

●
安
心
安
全
な
食
の
提
供 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

●
適
正
な
健
康
情
報
の
提
供 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

●
町
民
の
声
を
反
映 

●
計
画
の
進
行
管
理
と
評
価 

家
族
・
地
域
・
町
民 

●
個
人
の
努
力
と
実
践
に
よ
る
健
康
づ
く
り 

●
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
場 

●
地
域
活
動
へ
の
積
極
的
参
加 

商
店
等 

●
健
康
な
食
の
提
供 

●
歯
磨
き
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保 

●
未
成
年
者
へ
の
健
康
促
進 

学
校
・
教
育 

●
健
康
に
つ
い
て
学
習
す
る
場
の
提
供 

保
健
医
療
・
専
門
機
関 

●
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
の
保
健
指
導
の
知
識
・
技
術
の
提
供 

地
域
団
体 

保
健
衛
生
協
力
員
・
食
生
活
改
善
推
進
員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人
会 

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
等 

●
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
健
康
づ
く
り
支
援 

●
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
歯
科
衛
生
士
・
栄
養
士 

　

こ
の
計
画
に
も
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
健

康
な
状
態
を
目
指
し
て
、
自
ら
の
健
康
に

積
極
的
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

取
り
巻
く
環
境
ま
で
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
健

康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
を
進
め
、
疾
病

等
の
危
険
因
子
を
減
ら
し
、
町
民
の
健
康

と
生
活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て

※図1

　

歯
は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
歯

の
大
切
さ
や
、
う
蝕
・
歯
周
病
予
防
等
の

重
要
性
を
認
識
し
、
歯
の
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
母
子
保
健
、
学
校
保
健
、

成
人
・
老
人
保
健
ま
で
の
生
涯
を
通
じ
た

歯
科
保
健
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 生

涯
を
通
じ
た

歯
科
保
健
対
策

●
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
観
に
よ
り
、
生
涯
を
健
康
で
生
き
生
き

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
地
域
か
ら
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り

　

地
域
の
特
性
や
健
康
課
題
に
応
じ
た
住

民
主
体
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
ま

す
。

●
社
会
全
体
で
支
え
る
健
康
づ
く
り

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
諸
条

件
を
整
備
し
、
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

健
康
づ
く
り
は

み
ん
な
の
力
で

　

私
た
ち
は
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の

必
要
な
条
件
に
「
健
康
」
が
第
一
に
あ
が

っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
「
健
康
」
を
日
々
の
生
活
の
中
で

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、 
図 
１
の
よ
う

※

に
、
私
た
ち
が
登
っ
て
い
く
坂
道
の
環
境

が
整
え
ら
れ
、
登
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

理
想
で
す
。

　

さ
ら
に
健
康
で
い
る
た
め
の
知
識
や
技

術
を
提
供
さ
れ
、
継
続
で
き
る
よ
う
、
み

健
康
づ
く
り
の
目
標

活
動
に
参
画
し
、
と
も
に
責
任
を
担
い
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
実
現
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。



4 広報いしかわ　１１月号

平
成

　

年
度

１３

　

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、

１３

９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一会

般計

　

平
成　

年
度
の
町
の
財
政
運
営
に
つ
い

１３

て
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
限
ら
れ
た

財
源
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
・
効
率

的
に
活
用
し
、
健
全
財
政
の
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る

諸
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
で　

億
４
、

７１

６
８
４
万
円
、
歳
出
で　

億
６
９
８
万
円

７０

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
で

１
・
１
％
、
歳
出
で
０
・
１
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１
億

３
、
９
８
６
万
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源　

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

４４

支
は
、
１
億
３
、
９
４
２
万
円
の
黒
字
で
、

前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
は
、
７
、
５
０
２
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。

●
歳
入
の
主
な
内
容

　

町
税
は
、
町
の
行
政
活
動
に
要
す
る
経

費
を
賄
う
た
め
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
い

て
町
民
の
皆
様
や
事
業
所
･
工
場
等
の
法

人
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
平

成　

年
度
の
町
税
は
、　

億
３
、
９
８
６

１３

１７

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
、
０
・
４
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、
個

人
町
民
税
で
１
・
７
％
の
減
、
法
人
町
民

税
で　

・
６
％
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、

２３

固
定
資
産
税
で
５
・
２
％
、
軽
自
動
車
税

で
５
・
５
％
、
入
湯
税
で
５
・
７
％
の
増

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
町
が
そ
の
行
う
べ
き

事
務
を
等
し
く
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
は
、　

億
４

１３

２８

２
７
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
６
・

９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
・
県
支
出
金
は
、
町
が
行
う
特
定

の
事
務
事
業
に
対
し
て
、
そ
れ
に
要
す
る

経
費
の
財
源
と
し
て
国
及
び
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
全
て
の
支
出
金
を
い
い
ま
す
。
平

成　

年
度
の
国
庫
・
県
支
出
金
は
、
５
億

１３
９
、
３
１
１
万
円
で　

・
９
％
の
減
と
な

１０

り
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金

と
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成　

年
度
は
、
財
政
調
整
基

１３

金
を
１
億
円
取
り
崩
し
た
た
め
、
１
億
４
、

９
９
６
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
、１
９
０
・

７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
町
が
実
施
す
る
公
共
施
設
の

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
の
経
費
に
当

て
る
た
め
の
長
期
の
借
入
金
で
す
。
平
成

　

年
度
は
、
５
億
５
、
５
４
０
万
円
で
前

１３年
度
と
比
べ
、
４
・
９
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

町税 
17億3,986万円 

24％ 

分担金及び負担金など 
9億325万円 
13％ 

地方交付税 
28億427万円 

39％ 

町債 
5億5,540万円 

8％ 

国庫支出金 
2億5,102万円 

3％ 

県支出金 
3億4,209万円 

5％ 
地方譲与税など 
5億5,095万円 

8％ 

＜歳入＞ 

自主財源 
37％ 

依存財源 
63％ 

町税、分担金及び 
負担金など 地方交付税ほか 

７０億６９８　　７１億４，６８４歳
出

万
円
歳
入

万
円

総務費 
10億4,388万円 

15％ 

公債費 
9億8,588万円 

14％ 

農林水産業費 
7億9,212万円 

11％ 

土木費 
5億9,920万円 

9％ 

民生費 
11億4,336万円 

16％ 

衛生費 
9億1,442万円 

13％ 

教育費 
7億2,860万円 

10％ 

消防費ほか 
7億9,952万円 

12％ 

＜歳出＞ 
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●町税は、町民1人当たり89,210
円、1世帯当たり313,884円
となりました。 

●町民サービスには町民1人当
たり359,277円、1世帯当た
り1,264,114円が使われたこ
とになります。 

町民の負担と町民サービス 

農林水産業費 民生費 

40,615円 58,625円 

37,358円 53,524円 

30,724円 50,550円 

40,995円 46,886円 

教育費 総務費 

土木費 公債費 

消防費ほか 衛生費 

　資本的収入額が支出額に対して不足する5,377
万円は、当該年度損益勘定留保資本金等で補てん
しました。 

●特別会計 ●水道事業会計 

●平成13年度の主な内容 

会計名 歳　入 歳　出 

国民健康保険 

 営 業 収 益  

明日を担う人づくりの
ために 

学校コンピュータ整備事業・情報通信技術講習推進事業 
外国青年招致事業など 

 営業外収益 

 特 別 利 益  

 計 

 営 業 費 用  

 営業外費用 

 特 別 損 失  

 計 

 建設負担金 

 工事負担金 

 国庫補助金 

 計 

 建設改良費 

 企業債償還金 

 計 

2億8,027万円 

65万円 

7万円 

2億8,099万円 

1億7,688万円 

3,931万円 

50万円 

2億1,669万円 

164万円 

388万円 

695万円 

1,247万円 

3,711万円 

2,913万円 

6,624万円 

収益的収支 

基本的収支 

17億4,843万円 15億6,533万円 

老 人 保 健  20億4,399万円 20億2,463万円 

介 護 保 険  6億7,532万円 6億3,838万円 

介 護 保 険  
サービス事業 836万円 836万円 

母 畑 財 産 区  1,068万円 89万円 

中 谷 財 産 区  1,078万円 61万円 

石川地方町村 
心 身 障 害 児
就 学 指 導
審 議 会  

43万円 19万円 

土地開発事業 3,719万円 376万円 

鳥内工業団地
給 水 事 業  213万円 213万円 

簡易水道事業 7,370万円 6,957万円 

宅地造成事業 1億9,915万円 1億9,793万円 

収
　
入 

支
　
出 

収
　
入 

支
　
出 

◯ 1

歴史を学びあい個性豊か
な社会をつくるために 

町史編纂事業・文化財保護事業 
芸術文化振興事業など ◯ 2

自然と共生する社会を
つくるために 

ごみ処理対策事業・都市公園管理事業 
河川環境保全事業など ◯ 1

快適な都市基盤の整備
をめざすために 

道路再生事業・定住促進奨励事業 
合併浄化槽設置整備事業など ◯ 2

安全で安心な地域社会
を目指すために 

消防設備整備事業・交通安全対策事業 
防犯対策事業など ◯ 3

やさしさと思いやりをも
って共に生きるために 

まちづくり後継者対策事業・児童クラブ開設事業 
母子保健事業など 

◯ 1

みんなが安心していき
いきと暮らすために 

介護保険事業・医療給付事業 
各種予防接種事業など ◯ 2

環境変化に柔軟な産業
育成のために 

農業畜産振興事業・農道整備事業 
中小企業育成事業など ◯ 1

地域資源を有効に活用
するために 

観光振興事業・遊歩道整備事業 
いこいの広場管理事業など ◯ 2

町民総参加の推進 地域づくり支援事業・女性の翼海外派遣事業 
国際交流事業など ◯ 1

開かれた行政の推進 住基ネットワークシステム事業・総合行政情報システム事業 
防災行政無線事業など ◯ 2

1　 心豊かに学ぶ力をつなぐまち（教育・文化） 2億5,172万円 

2　 自然と調和し安全で快適なまち（生活環境） 15億59万円 

3　 人にやさしく健康で安心して暮らせるまち（福祉） 51億1,888万円 

4　 活力に満ちたたくましいまち（産業） 8億954万円 

5　 町民とともに歩むまち（町民総参加） 8,995万円 

●
歳
出
の
主
な
内
容

　

目
的
別
の
内
訳
は
、
歳
出
予
算
が
ど
の

よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
か
を
示
し
た
も

の
で
、
最
も
多
い
民
生
費
は
、　

億
４
、

１１

３
３
６
万
円
で
、
歳
出
総
額
の　

・
３
％

１６

を
占
め
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
老
人

保
健
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
使
わ
れ
ま

し
た
。
総
務
費
、
公
債
費
に
次
い
で
衛
生

費
は
、
９
億
１
、
４
４
２
万
円
で
、
各
種

予
防
接
種
事
業
や
し
尿
・
ご
み
処
理
に
関

す
る
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
た
め
の
経
費

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費

は
、
農
道
整
備
、
農
林
業
及
び
畜
産
振
興

の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
教
育
費
は
、
学

校
教
育
の
環
境
整
備
や
社
会
教
育
の
振
興
、

国
際
交
流
、
文
化
財
保
存
の
経
費
の
た
め

に
、
土
木
費
は
、
道
路
の
新
設
改
良
、
町

営
住
宅
の
改
良
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
経
費

に
充
て
ら
れ
た
か
に
よ
り
分
類
し
た
性
質

別
内
訳
は
、
人
件
費
、
物
件
費
、
補
助
費

等
な
ど
の
消
費
的
経
費
と
し
て　

億
４
、

４１

７
８
４
万
円
で
歳
出
総
額
の　

・
２
％
と

５９

な
り
ま
し
た
。
普
通
建
設
事
業
、
災
害
復

旧
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、　

億
１
、

１２

５
７
８
万
円
で
歳
出
総
額
の　

・
４
％
と

１７

な
り
ま
し
た
。
ま
た
公
債
費
や
他
会
計
へ

の
繰
出
金
等
そ
の
他
の
経
費
は
、　

億
４
、

１６

３
３
６
万
円
で
歳
出
総
額
の　

・
４
％
と

２３

な
り
ま
し
た
。
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町
職
員
の
給
与
を

公
表
し
ま
す

　

町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査

に
基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
お
よ
び

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
と
の
均
衡

を
考
慮
し
つ
つ
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
一
般
行
政
職
員
、
技
能
労
務
職

員
な
ど
２
１
２
人
に
給
与
を
支
給
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
用
い
て
い
る
数
値
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公
務

１４

員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団

体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま

す
。

町 区分 国 

期末手当 期末手当 

1.45月分 6月期 1.45月分 

1.55月分 12月期 1.55月分 

0.55月分 3月期 0.55月分 

3.55月分 計 3.55月分 

勤勉手当 勤勉手当 

0.60月分 0.60月分 

0.55月分 0.55月分 

ー 月分 ー 月分 

1.15月分 1.15月分 

町 国 

自己都合 

21.0月 

33.75月 

47.5月 

60.0月 

自己都合 

21.0月 

33.75月 

47.5月 

60.0月 

（支給率） 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度 

定年・勤奨 

28.875月 

44.55月 

62.7月 

62.7月 

定年・勤奨 

28.875月 

44.55月 

62.7月 

62.7月 

期
末
勤
勉
手
当 

退
職
手
当 

特
殊
勤
務
手
当 

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員に対して 
支給される手当 
職員一人当たりの平均支給月額 5,000円（4月分） 
支給職員　25.9％ 
税務職員ほか　8職類 

時
間
外
勤
務
手
当 

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当 
職員一人当たりの平均支給月額　37.200円（4月分） 

借家 
借間 

自宅 

交通機関等利用者 

交通用具利用者 

月額9,500円を超える家賃を支払っている 
職員に対し100円から27,000円 

51,000円まで全額、51,000円を超えた場合、その 
超えた額の2分の1の額を51,000円に加えた額 

3,500円 

通勤距離に応じて2,200円から43,900円 

扶
養
手
当 

住
居
手
当 

通
勤
手
当 

配偶者16,000円配偶者以外の扶養親族の内2人まで、 
それぞれ6,000円 
（ただし、配偶者のいない職員は扶養親族のうち一人は11,000円、また、
配偶者が被保険者でない場合は、扶養親族のうち一人は、6,500円） 
その他一人につき3,000円 
扶養親族のうち満16歳の年度始めから満22歳をの年度末までは 
一人5,000円加算。 

6  職員手当の状況 1  人件費の状況（平成13年度一般会計決算） 

3  平均年齢及び平均給料月額の状況（14年4月現在） 

2  職員給与費の状況（平成14年度一般会計当初予算） 

4  初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況 

5  特別職の報酬等の状況 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に
前歴などのある場合には、その期間を町規則により換算し、採用後の年数に
加算した年数をいいます。 

住民基本台帳 

職員数 
Ａ 

一人当たり 
給与費 
（Ｂ/Ａ） 

(13.3.31現在）

19,503人 

191人 810,472千円 122,252 348,125 1,280,849 6,706

 

700,699万円 
 

13,941万円 
 

190,900万円 
 

27.2％ 

歳出額（Ａ） 

給料 職員手当 期末・勤勉手当 

平均年齢 区　　分 

区　　分 
経験年数 

初任給 

大学卒 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

758,100

607,100

568,100

568,100

議　長 

副議長 

議　員 

304,000

239,400

223,300

1.45月分 

1.55月分 

0.55月分 

3.55月分 

（支給割合） 

期末手当 給料（報酬）月額 

6月期末 

12月期末 

3月期末 

計 

高校卒 

174,400

141,900

195,000

151,800

286,300

227,600

368,500

338,900
一　　般 
行政職員 

2年 10年 20年 

平均給料月額 

41歳11月 一般行政職員 346,100円 

48歳6月 技能労務職員 341,100円 

計　　Ｂ 

給　与　費 

実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） 

報
　
　
酬 

給
　
　
料 
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7  一般行政職の級別職員数 

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務員を除いた行政職員です。 

※定員適正化計画は、行政改革の方針に則り、主に削減を目的とした計画です。本町では、平成７年度に策定し、平成16年度までの10年間に定員を208人とするものです。 

区分 

標準的な 
職務 

職員数（人） 

構成比（％） 

1級 

主事補 

1

0.8

2級 

主事 

12

10.2

3級 

主事 

13

11.0

4級 

係長・主査 

21

17.8

5級 

主任主査 
係長・主査 

22

18.6

6級 

課長・主幹 
係長補佐・主任主査 
主任主査兼係長 

29

24.6

7級 

課長・主幹 

10

8.5

8級 

課長 

10

8.5

合計 

118

100

1.6 11.6 10.7 14.9 22.3 20.7 9.1 9.1 100
前年度 
構成比 

参
考 

8  職員数の状況 

9  定員適正化計画の年次別進捗状況 

部門 

一般行政 

平成14年 

職員数 前年比較 

特別行政（教育委員会） 

職員数 前年比較 

公営企業等会計 

職員数 前年比較 

計 

職員数 前年比較 

175平成6年（計画前年） － 45 － 14 － 234 － 

176平成7年 1 45 0 14 0 235 1
169平成8年 △7 45 0 15 1 229 △6

169平成9年 0 45 0 16 1 230 1

167平成10年 △2 42 △3 16 0 225 △5

166平成11年 △1 40 △2 17 1 223 △2
166平成7～11年（対　平成6年比） △9 40 △5 17 3 223 △11

第1次目標（平成7～11年） 225

達成率 100.9％ 

159平成12年 △7 43 3 17 0 219 △4
152平成13年 △7 44 1 21 4 217 △2

147平成14年 △5 44 0 21 0 212 △5

第2次目標（平成12～16年） 208

達成率 98.1％ 

平成13年 

差引 

2

2

0

37

36

1

9

9

0

69

72

△3

5

6

△1

13

14

△1

12

13

△1

147

152

△5

44

44

0

191

196

△5

11

11

0

10

10

0

21

21

0

212

217

△5

議会 
総務 
企画 税務 

民生 
衛生 

商工
労働 

農林
水産 土木 小計 教育 水道 その他 小計 

計 
一般
会計 

公営企業部門 特別行
政部門 一般行政部門 

部　　門 

区　　分 

キ
ラ
ラ
直
通
便

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

広
報
い
し
か
わ
９
月
号
に
綴
り
こ
ん
で

あ
り
ま
し
た
、
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
「
町
民

キ
ラ
ラ
直
通
便
・
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
」
は
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
か
。

　

現
在
、
町
政
懇
談
会
や
モ
ニ
タ
ー
制
度

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
か
ら
の
お
声
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
提

言
や
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、「
キ
ラ
ラ

直
通
便
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
特
に
「
ご
み
減
量
化
」「
市
町
村

合
併
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
自
由
な
意
見
な
ど
「
キ
ラ
ラ

直
通
便
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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助
役
の
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
生
ま

１６

れ
の　

歳
。
県
立
石
川
高
校
を
卒
業
後
、

６１

県
職
員
に
採
用
さ
れ
白
河
建
設
事
務
所
や

白
河
農
地
事
務
所
、
平
成
２
年
か
ら
は
３

つ
の
県
立
高
等
学
校
事
務
局
長
、
県
立
矢

吹
病
院
事
務
長
を
経
て
、
平
成　

年
か
ら

１２

県
立
希
望
ヶ
丘
ホ
ー
ム
園
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
役
の
板
橋
さ
ん
は
、
昭
和　

年
の

１６

生
ま
れ
の　

歳
。
県
立
石
川
高
校
を
卒
業

６１

後
、
町
職
員
に
採
用
さ
れ
昭
和　

年
か
ら

５８

建
設
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
、
平
成
６
年

か
ら
企
画
財
政
課
長
、
町
民
福
祉
課
長
、

保
健
福
祉
課
長
な
ど
を
経
て
、
平
成　

年
１４

か
ら
中
谷
地
区
公
民
館
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
４
年
間
、
吉
田
助
役
に
は
西
牧
町

政
の
補
佐
役
と
し
て
、
今
ま
で
の
豊
富
な

行
政
経
験
、
さ
ら
に
県
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
気
軽
に
役
場

を
訪
れ
て
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
板
橋
収
入
役
に
は
、
町
の
出
納

事
務
の
責
任
者
と
し
て
、
町
の
お
金
の
受

け
払
い
や
有
価
証
券
の
保
管
、
決
算
の
調

製
な
ど
の
会
計
事
務
全
般
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
助
役
に
吉
田
正
和
さ
ん
（
曲
木
字
古
内
）、
収

入
役
に
板
橋
幸
一
さ
ん
（
板
橋
字
下
松
ヶ
平
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
、　
１０

月
１
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
長
の
永
沼
弥
江
子
さ
ん

（
湯
郷
渡
字
浮
庭
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

９
月
定
例
議
会
で
新
教
育
委
員
に
酒
井
篤

彦
さ
ん
（
山
形
字
松
森
）
が
同
意
さ
れ
、

　

月
１
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

１０

期
は
４
年
間
で
す
、

　

酒
井
さ
ん
は
、
昭
和　

年
生
ま
れ
の　

１８

５９

歳
で
、
山
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

ら
れ
た
方
で
す
。
普
段
は
農
業
に
従
事
し
、

稲
作
な
ど
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
付
で
教
育
委
員
長
に
曲
山

晴
次
さ
ん
（
塩
沢
字
禿
山
）、
同
職
務
代
理

者
に
岩
谷
金
良
さ
ん
（
中
田
字
中
野
）
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
学
校

教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
幅
広
い
分
野
の
中

で
、
教
育
行
政
全
般
に
お
い
て
活
躍
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
次
代
を
担
う
、
ま
ち
づ
く
り
後

継
者
の
結
婚
促
進
を
図
る
た
め
、
９
月
１

日
付
で
大
平
正
慧
さ
ん
（
塩
ノ
平
）、
武
田

繁
子
さ
ん
（
双
里
字
神
主
）
を
花
嫁
相
談

員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

お
２
人
に
は
、
花
嫁
・
花
婿
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
た
り
、
情
報
の
収
集
を
行
う

こ
と
が
主
に
任
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
随
時
、
秘
密
扱
い
で
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

酒井　篤彦さん
　　山形字松森　　

武田繁子さん
　双里字神主　

大平正慧さん
　　塩ノ平　　

新
教
育
委
員
に
酒
井
篤
彦
さ
ん
を
任
命

教
育
委
員
長
に
曲
山
晴
次
さ
ん
を
選
任

花
婿
・
花
嫁　

結
婚
相
談
員
を
設
置

大
平
正
慧
さ
ん
・
武
田
繁
子
さ
ん
を
委
嘱

　　助　役　　
吉田　正和さん

　　収入役　　
板橋　幸一さん

助
役
に
吉
田
正
和
さ
ん

収
入
役
に
板
橋
幸
一
さ
ん

が
就
任
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教
育
ニ
ュ
ー
ス 

教
育
ニ
ュ
ー
ス 

石
川
町
教
育
委
員
会 

石
川
町
教
育
委
員
会 

心
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に 

ミニ 
特集 

メ
デ
ィ
ア
社
会
へ
の

の
め
り
込
み

　

今
日
、
子
ど
も
た
ち
は
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
が
つ
く
り
だ
す
情
報
社
会
の
中
で
、
物

質
的
に
も
恵
ま
れ
て
豊
か
な
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
の
め
り
込
み

が
屋
内
へ
の
閉
じ
こ
も
り
に
も
現
れ
る
人

間
関
係
の
希
薄
化
、
直
接
体
験
の
不
足
、

心
身
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
の
問
題
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
子
ど
も
同
士
、
異
世
代
間

な
ど
で
人
間
関
係
を
つ
く
る
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
共
感
し
て
思
い
や

る
心
な
ど
が
十
分
に
育
ま
れ
な
い
と
い
っ

た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
環

境
は
、
社
会
性
の
欠
如
、
い
じ
め
、
不
登

校
な
ど
の
学
校
不
適
応
問
題
、
そ
の
他
の

問
題
行
動
等
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
も
つ
創
造
性
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、

生
き
る
力
の
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、
自

然
体
験
、
生
活
体
験
、
交
流
体
験
等
を
計

画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
完
全
学
校
週
五
日
制
に
対
応

し
た
体
験
活
動
等
の
充
実
、
学
校
に
お
け

る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
充
実
を
目
指

し
、
石
川
町
に
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
体
験

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
推

進
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
指
導
者
の
発
掘
、
情

報
収
集
・
提
供
等
を
重
点
的
に
実
施
し
ま

す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
充
実
を
目
指
し
て

体験活動・ボランティア推進センター事業体系

福島県教育庁生涯学習課

福島県体験活動・ボランティア推進センター

県中教育事務所

地域体験活動・ボランティア推進センター

石川町
体験活動・ボランティア
活動支援センター
石川町教育委員会内

石川町各学校

体験活動・ボランティア活動推進委員会
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９
月
９
日
、
役
場
町
長
室
で
人
命
救
助
町
長
表

彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
は
、
救
出
活
動
を
し
た
５
人
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
救
出
活
動
は
、
田
植
機
に
乗
っ
て
刺
し
苗

に
行
く
太
楽
正
一
さ
ん
（
沢
井
字
深
谷
）
が
、
運

転
操
作
を
誤
り
水
田
に
転
落
。
泥
ま
み
れ
に
な
り

顔
だ
け
が
出
て
い
る
状
態
を
、
５
人
が
協
力
し
合

い
救
出
活
動
を
し
た
も
の
で
す
。

　

鈴
木
ス
ミ
子
さ
ん
（
沢
井
字
真
明
田
）・
小
野

キ
ク
ヱ
さ
ん
（
沢
井
字
深
谷
）・
野
崎
敏
雄
さ
ん

（
沢
井
字
真
明
田
）・
小
松
利
平
さ
ん
（
浅
川
町
）・

上
遠
野
重
一
さ
ん
（
東
村
）

救
急
の
日
に

人
命
救
助
５
人
を
表
彰

　

９
月　

日
・　

日
、
総
合
体
育
館
な
ど
で
国
体

２１

２２

記
念
県
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

県
内
外
の
男
女　

校
か
ら
３
８
０
人
が
参
加
。

２７

開
会
式
で
は
前
回
優
勝
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
杯
が

返
還
さ
れ
、
大
会
会
長
の
西
牧
立
博
町
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
石
川
中
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
・
小
針

育
恵
主
将
が
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

石
川
中
男
子
は
、
初
戦
水
海
道
中
（
茨
城
県
）

を　

対　

で
下
す
も
の
の
東
根
第
一
中
（
山
形

２４

１５

県
）
に
敗
れ
、
同
女
子
は
、
湯
沢
南
中
（
秋
田
県
）

に　

対　

で
競
り
勝
つ
も
の
の
岩
舟
中
（
栃
木

１３

１０

県
）
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

石
川
中
男
女
ハ
ン
ド
部

惜
し
く
も
準
々
決
勝
で
敗
退

　

９
月　

日
、
野
木
沢
地
区
公
民
館
で
野
木
沢
地

２０

区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
広
場
「
の
ぎ
さ

わ
」
落
成
式
・
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
ら
約　

人
が
出
席
。
西
牧
立
博
町
長
が

５０

あ
い
さ
つ
、
塩
沢
徳
太
郎
運
営
委
員
会
会
長
も
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ぎ
さ
わ
運
営
委
員

会
」
が
運
営
す
る
も
の
で
約
１
０
０
人
が
登
録
し
、

当
面
は
毎
月
一
回
の
事
業
を
展
開
し
、
要
望
が
あ

れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
送
迎
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
広
場

�
の
ぎ
さ
わ
�が
開
所
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月
４
日
〜
６
日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン

１０
タ
ー
で
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
星
座
・
天
文
学
フ
ァ
ン
が

訪
れ
、
５
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

吉
田
正
和
助
役
ら
が
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、
参

加
者
は
思
い
思
い
の
場
所
に
天
体
望
遠
鏡
を
置

き
、
み
ず
が
め
座
な
ど
の
星
座
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

天
体
観
測
に
先
立
ち
、
手
作
り
望
遠
鏡
教
室
や

星
座
を
題
材
に
し
た
歌
を
披
露
し
て
い
る
ア
ク

ア
マ
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
親
子
星
空
教
室
、
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

星
空
観
察
を
楽
し
む

　
　

月
６
日
、
石
川
小
学
校
周
辺
で
石
川
町
総
合

１０
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
、
交
通
安
全
母
の
会
、
婦
人
会
連
絡

協
議
会
、
区
長
会
な
ど
関
係
機
関
、
団
体
な
ど
か

ら
約
６
０
０
人
が
参
加
。

　

開
会
式
で
は
統
監
の
西
牧
立
博
町
長
が
訓
示

を
し
、
訓
練
本
部
長
の
永
瀬
謙
助
町
消
防
団
長
が

被
害
状
況
報
告
。
永
瀬
訓
練
本
部
長
の
開
始
命
令

で　

種
目
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３

　

水
防
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
避
難
・
救
助
訓

練
な
ど
参
加
者
は
本
番
を
想
定
し
緊
張
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
て

５
年
に
一
度
の
防
災
訓
練

　

９
月　

日
、
学
法
石
川
高
体
育
館
で
創
立
１
１

２８

０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
最
も
歴
史
が
あ
る
私
立
高
校
の
節
目

の
式
典
に
は
、
生
徒
・
卒
業
生
、
関
係
者
な
ど
１

５
０
０
人
が
出
席
。

　

森　

涼
校
長
が
「
日
本
で
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
よ
う
成
長
し
て
」
と
式
辞
。
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
、
生
徒
を
代
表
し
て
塩
田
宗
大
生
徒
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
出
席
者
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
、
キ
ャ
ス
タ

ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
福
島
敦
子
さ
ん
が
「
ま
だ

見
ぬ
自
分
を
信
じ
て
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
し
た
。

学
法
石
川
高
校
が
１
１
０
周
年

森
嘉
種
初
代
校
長
の
像
も

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

４
人
授
か
り
、
孫
が
９
人
に
な
り

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結
婚

２５

１２

し
ま
し
た
。
青
年
期
は
朝
鮮
ラ
ナ

ン
の　

連
帯
で
３
年
過
ご
し
、
大
東
亜

７６

戦
争
の
最
中
に
帰
国
。
家
で
は
農
業
を

営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
郡
山
市
に
あ
っ

た
飛
行
機
の
燃
料
工
場
で
働
い
た
り
、

洋
裁
、
魚
屋
と
経
験
し
ま
し
た
。
昭
和

　

年
後
半
か
ら
当
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

２０ン
ド
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
妻
の
協
力

も
あ
り
苦
労
の
日
々
を
過
ご
し
て
こ
れ

ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

三
男
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

石
川
小
学
校
か
ら
石
川
中
ま
で
の

緑
と
川
が
調
和
し
た
、
川
沿
い
の

風
景
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
中
学
校
脇
か
ら
山
形
字
福
田

に
抜
け
る
道
路
が
狭
く
難
曲
な
の

で
、
改
良
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
業
▽
家
が
建
設
業
を
経
営
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

車
が
好
き
な
の
で
、
愛
車
を
い
ろ

い
ろ
と
イ
ジ
ッ
テ
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

家
を
大
き
く
し
、
い
ず
れ
は
、
が

ん
ば
っ
て
会
社
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。町

政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

わ
が
町
に
は
、
若
者
が
働
け
る
場

所
が
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
石
川

町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
企
業
誘
致

を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

気
が
き
い
て
、
料
理
の
う
ま
い
人
。

ま
た
可
愛
い
人
。

次
回
は
小
平
さ
ん
の
紹
介
で
、

吉
田　

由
加
利
さ
ん
で
す
。

添
田　

三
男
さ
ん（　

歳
）

８４

　
　

喜
代
子
さ
ん（　

歳
）

７４

住
所
／
双
里
字
七
鍬
石

赤羽字小田柿

小平大輔さん（２１歳）

須藤きらり　ちゃん
下泉　　　　　　　　　　　　
健一さん・純子さんの二女　　
平成１３年９月３０日生まれ　　　

「カメラを向けると、いつもこ
の笑顔。いい顔しているでしょ
!?」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

北
町　

が
住
ま
い
で
し
た
が
、
大
野
病
院
で
生
ま
れ
ま

８６

し
た
。
父
親
の
実
家
は
、
須
賀
川
市
の
狸
森
（
む
じ
な
も

り
）
高
戸
屋
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

５
歳
ま
で
北
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
真
っ
暗
に
な
る

ま
で
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ダ
ム
が

で
き
る
前
で
、
川
の
水
が
大
変
き
れ
い
な
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
川
が
大
雨
で
氾
濫
し
家
の
近
く
ま

で
水
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
き
の
大
変
な
恐
怖
を
覚
え
て

い
ま
す
。
川
の
ふ
も
と
に
大
き
な
グ
ミ
の
木
が
あ
り
、
そ

の
グ
ミ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

公
認
会
計
士
、
税
理
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
平

成
５
年
に
衆
議
院
に
初
当
選
し
現
在
３
期
目
、
今
年
の
１

月
か
ら
、
総
務
副
大
臣
の
任
命
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
行

政
改
革
・
地
方
公
共
団
体
改
革
・
郵
政
事
業
改
革
・
情
報

通
信
放
送
事
業
、
さ
ら
に
は
消
防
庁
を
所
管
し
て
い
る
大

き
な
役
所
で
す
。
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
緊
急
対
策
本
部
長
を
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

何
と
言
っ
て
も
心
の
故
郷
で
す
。
石
川
町
に
戻
れ
ば
心

を
素
直
に
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
温
泉
の
町
で

も
あ
り
、
特
に
「
八
幡
屋
」
と
い
う
大
き
な
旅
館
が
で
き
、

心
を
癒
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
少
子
・
高

齢
社
会
か
ら
見
る
と
現
在
の
石
川
町
の
規
模
で
は
十
分
で

は
な
く
、
近
隣
町
村
を
含
め
た
市
町
村
合
併
を
是
非
、
推

進
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
９
月　

日
発
足
・
小
泉
改
造
内
閣

３０

引
き
続
き
総
務
副
大
臣
に
就
任

栃木県 若松　謙維    さん
かねしげ

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

埼
玉
丘
陵
の
最
南
端
と
東
京
都
足
立

区
に
隣
接
し
、
国
道
１
２
２
号
が
市
の

中
央
を
南
北
に
横
断
し
て
い
る
人
口
約

５
万
５
千
の
埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
市
で
す
。

近
年
は
田
畑
も
少
な
く
な
り
、
東
京
都

と
い
う
感
覚
で
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
人
口
、
世
帯
と
も
に
著
し
く
伸
び
て

い
ま
す
。
実
家
は
自
動
車
整
備
業
を
営

ん
で
い
ま
す
が
、
昔
な
が
ら
の
地
域
の

行
事
や
交
流
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成　

年
に
来
ま
し
た
。

１１

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

初
め
て
来
た
と
き
、
白
河
Ｉ
Ｃ
か
ら

田
ん
ぼ
の
間
を
通
り
抜
け
、
ど
こ
ま
で

行
く
の
か
不
安
に
な
り
、
時
間
と
距
離

感
が
つ
か
め
ず
戸
惑
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
今
で
は
沢
田
婦
人
会
や
子

ど
も
た
ち
を
通
し
て
の
交
流
に
よ
り
、

幸
せ
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
四
季

の
移
り
変
わ
り
や
山
並
み
、
那
須
連
峰

の
眺
め
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
た
ち
が
、
心
の
豊
か
な
大
人

へ
成
長
す
る
た
め
に
も
、
読
書
や
読
み

聞
か
せ
の
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し

い
で
す
。

埼玉県鳩ヶ谷市埼玉県鳩ヶ谷市

赤
羽
字
新
宿

佐
川　

朝
美
さ
ん

関根　拓海    　ちゃん
たくみ

母畑字田ノ入　　　　　　　　
正広さん・光枝さんの長男　　
平成１３年８月１９日生まれ　　　

「元気に素直に大きくなって

ね！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（衆議院議員）

▲新副大臣記念撮影
　（２００２．１０．２  ３列目右から３番目）
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14 広報いしかわ　１１月号

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

小
平
郵
便
局
（
局
長
代
理
）
に
務
め

る
傍
ら
、
石
川
町
消
防
団
中
谷
分
団
長

（
４
年
目
）
及
び
石
川
町
体
育
指
導
員

を
今
年
度
か
ら
始
め
、
周
り
の
人
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
い

て
、
保
護
者
の
協
力
と
理
解
を
得
な
が

ら
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
に

あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
吸
収

し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

さ
さ
ら
の
郷
で
お
な
じ
み
の
「
中
田

の
さ
さ
ら
祭
り
」
で
す
。
同
日
執
行
さ

れ
る
石
都
々
古
和
気
神
社
例
大
祭
の
よ

う
な
勇
壮
で
華
や
か
な
神
輿
と
は
違
い
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
味
で
地
域
的
な

祭
り
な
の
で
、
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
４
０
０
年
余
り

に
わ
た
り
、
中
田
区
７
組
が
当
番
制
で

毎
年
継
承
し
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　

昨
今
は
機
会
が
あ
っ
て
、
ふ
く
し
ま

未
来
博
で
神
楽
舞
の
一
つ
「
鈴
ノ
段
」

を
舞
う
こ
と
が
で
き
、
な
お
一
層
「
さ

さ
ら
」
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
最
近

で
は
、「
中
田
の
さ
さ
ら
祭
り
」
を
一
目

見
よ
う
と
、
遠
方
か
ら
見
学
に
来
る

人
々
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

消
防
団
員
と
い
う
立
場
か
ら
、
私
の

住
む
中
田
地
区
は
山
間
地
域
の
た
め
か
、

広
報
無
線
の
難
聴
地
区
が
多
く
、
大
切

な
火
災
情
報
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

早
急
な
改
善
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
広
報
無
線
を
利
用
し
、

町
内
行
事
や
天
気
予
報
な
ど
様
々
な
情

報
を
提
供
で
き
る
広
報
メ
デ
ィ
ア
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
完
全
学
校
週
５
日
制
に
伴
う
、

ゆ
と
り
を
持
っ
た
土
曜
日
に
は
公
民
館

や
地
域
を
中
心
と
し
た
体
験
活
動
な
ど

を
計
画
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
更
な
る
生
涯
学
習
や
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を
図

り
、
公
民
館
を
中
心
と
す
る
子
ど
も
、

地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
や

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
、
研
究
会
や
協
議
会
を
設
置

し
、
合
併
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る

自
治
体
は
全
国
で
２
０
０
０
以
上
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
町
村
合
併
の
機
運

が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
る
中
、
香

川
県
さ
ぬ
き
市
で
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
５
町
に
よ
る
大
合
併
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
、
香
川
県
大

１４

川
郡
西
部
の
津
田
町
、
大
川
町
、
志

度
町
、
寒
川
町
、
長
尾
町
の
５
町
が

合
併
し
、
人
口
約
５
万
７
０
０
０
人
、

面
積
１
５
８　

 

の
さ
ぬ
き
市
が
誕
生

km2

し
ま
し
た
。
面
積
で
２
番
目
、
人
口

で
は
４
番
目
の
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
さ
ぬ
き
市
が
あ
る
香
川
県
は
、

地
域
的
に
東
讃
の
二
つ
の
地
区
に
大

別
で
き
ま
す
。
西
讃
と
は
、
香
川
県

の
西
地
区
を
指
し
、
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
高
松
市
か
ら
西
５
つ
の

市
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ぬ
き

市
が
含
ま
れ
る
東
側
の
東
讃
に
は
、

当
時
、
市
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

平
成　

年
に
は
、
さ
ぬ
き
市
の
東

１５

側
に
、
東
か
が
わ
市
が
誕
生
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

行政と住民の協力に
より合併を成功させた
香川県さぬき市

４
０
０
年
余
り
継
承
し
て
い
る

「
中
田
の
さ
さ
ら
祭
り
」が
好
き
で
す大

竹
則
幸
さ
ん
●
中
田
字
十
文
字

▲３年計画で更新中の広報無線局

▲毎年９月１５日行われる中田のささら祭り
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野
木
沢
中
野
公
民
館

　

石
川
郡
の
公
民
館
の
中
で
も
、
野
木

沢
村
中
野
公
民
館
は
県
下
に
先
駆
け
て

昭
和　

年　

月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

２１

１２

そ
れ
に
は
地
域
青
年
に
よ
る
理
解
と
強

い
推
進
力
が
あ
り
ま
し
た
。
同
館
の
熱

意
は
野
木
沢
村
公
民
館
に
引
き
継
が
れ
、

県
下　

の
モ
デ
ル
公
民
館
の
一
つ
に
指

１０

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
石
川
町
公
民

館
も
、
昭
和　

年
に
県
下　

の
優
良
公

２５

１２

民
館
に
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
の
役
割

　

開
館
以
来
の
館
長
で
あ
る
柴
原
清
治

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　

公
民
館
は
い
わ
ば
町
村
の
茶
の
間

で
あ
り
、
成
人
の
学
校
で
あ
り
、
各

種
団
体
の
連
絡
や
集
会
の
場
所
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。
従
っ
て
町
村
の

人
々
が
気
軽
に
自
由
に
出
入
り
し

63

編
纂
室
だ
よ
り 

公
民
館
は
石
川
町
の「
茶
の
間
」　

柴
原
清
治
初
代
館
長
あ
い
さ
つ

　
　

月
号
で
は
旧
石
川
町
「
公
民
館
た
よ
り
」
第
四
号
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

１０
今
回
は
昭
和　

年
（
１
９
５
１
）
６
月
１
日
発
行
の
創
刊
号
を
紹
介
し
ま
す
。

２６

昭
和　

年
に
発
足
し
た
公
民
館
が
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
た
様
子

２１

が
分
か
り
ま
す
。
現
在
の
「
広
報
い
し
か
わ
」
は
「
公
民
館
た
よ
り
」
の
後
身

で
す
。（
文
中
敬
称
略
）

て
、
お
茶
で
も
す
す
り
な
が
ら
互
い

に
語
り
合
っ
た
り
、（
中
略
）
更
に
又

新
聞
や
雑
誌
を
始
め
、
ラ
ジ
オ
、
蓄

音
機
、
卓
球
、
碁
、
将
棋
な
ど
も
備

え
て
あ
る
か
ら
、
時
に
は
気
休
め
に

わ
が
家
と
思
っ
て
気
楽
に
自
由
な

気
分
で
御
利
用
下
さ
る
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。（

後
略
）

　

次
に
各
種
団
体
と
公
民
館
の
連
携
を

強
調
し
て
お
り
、
公
民
館
の
役
割
は
現

在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

組
織
と
活
発
な
活
動

　

公
民
館
に
は
館
長
と
吉
田
光
男
主
事

が
常
勤
し
、
小
林
友
八
・
鈴
木
留
吉
ら

　

人
の
委
員
か
ら
な
る
運
営
審
議
会
が

２０置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
活
動
は

部
ご
と
に
行
わ
れ
、
次
の
部
（
部
長
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
養
（
高
崎
準
吉
）、
図
書
（
吉
田
三

義
）、厚
生（
中
島
栄
真
）、自
治
振
興（
矢

部
重
雄
）、
商
工
（
斎
藤
一
）、
農
業

（
鈴
木
武
男
）、
体
育
（
渡
辺
栄
雄
）、

芸
能
（
根
本
孝
敬
）。
ち
な
み
に
、
厚
生

部
の
行
事
は
赤
ち
ゃ
ん
大
会（
知
事
賞
・

新
町
真
田
泰
成
ち
ゃ
ん
）、衛
生
映
画
会
、

街
の
美
化
清
掃
、
家
庭
改
善
講
習
、
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
視
察
等
で
す
。
体
育
部
は

少
年
野
球
大
会
（
小
学
校
優
勝
荒
町
チ

ー
ム
）、
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
町
民
体
育

会
な
ど
で
し
た
。
自
治
振
興
部
は
選
挙

啓
蒙
、
納
税
協
力
、
町
政
与
論
調
査
、

町
政
傍
聴
、
町
政
座
談
会
な
ど
で
活
発

な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
◯ 8

　

７
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）、

２７

２８

い
わ
き
海
浜
自
然
の
家
で
、
母
畑
地

区
公
民
館
と
母
畑
地
区
青
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
が
母
畑
小
５
・
６
年
生

　

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

３４
　

初
日
の
午
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

い
か
だ
組
み
を
し
、
い
か
だ
乗
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
初
め
の
う

ち
は
、
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
力
い
っ
ぱ
い

オ
ー
ル
を
漕
い
で
前
へ
進
も
う
と
試

み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
進
ま
ず
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。

母
畑
地
区
で
は
、「
今
後
も
地
域
一
丸

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
（
金
）、
長
泉
寺
で
中
央

公
民
館
事
業
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
「
一
休
さ
ん
体

験
」
に
石
川
小
５
・
６
年
生　

人
が

１７

参
加
し
、
お
寺
の
生
活
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
和
尚
さ
ん
か
ら
お
寺
の
こ

と
や
修
行
の
話
を
聞
き
、
本
堂
で
座

禅
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

す
る
と
足
の
痛
み
に
顔
を
し
か
め
る

子
ど
も
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
写
仏
、
雑
巾
を
使
っ
て

お
堂
の
掃
除
な
ど
楽
し
い
と
は
決
し

て
言
え
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

し
ん
ぼ
う
し
て
、
が
ま
ん
し
て
初
め

て
得
ら
れ
る
喜
び
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
子
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

体
験
が
子
ど
も
を
育
む

石
川
町
教
育
委
員
会

▲ガリ版印刷の創刊号
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吉
田
光
一
ら
の
足
跡
を
訪
ね
る 

41

に
と
っ
て
�
使
え
る
�
サ
ー
ビ
ス
を
慎

重
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

金
融
制
度
改
革
が
進
み
、
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
が
次
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。

肝
心
の
金
利
で
金
融
機
関
を
選
び
に
い

く
現
在
、
自
分
に
と
っ
て
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
で
選
ぶ
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

新
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
分
類
す
る
と
、

①
「
時
間
」
の
面
で
利
用
者
の
便
利
性

を
向
上
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
、

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ン

キ
ン
グ
、
②
「
拠
点
」
増
加
の
意
味
で

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ほ
か
の
金

融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
、

③
「
顧
客
優
遇
」
の
た
め
の
会
員
制
度

や
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
、
④
規
制
緩
和

に
伴
う
新
規
業
務
に
よ
る
「
ワ
ン
ス
テ

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
提
供
の
一
環
と
し
て

の
投
資
信
託
や
債
券
取
引
、
外
貨
取
り

扱
い
な
ど
と
な
り
ま
す
。（
表
）

　

今
後
、
さ
ら
な
る
業
界
再
編
や
ペ
イ

オ
フ
の
導
入
に
よ
り
、
利
用
者
側
の
自

己
責
任
が
重
く
な
る
分
、
金
融
機
関
側

で
も
競
争
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
多
様

化
が
進
展
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分

●
福
島
・
喜
多
方
事
件
お
こ
る

　

自
由
党
撲
滅
を
豪
語
す
る
三
島
通
庸

県
令
が
昭
和　

年
３
月
に
着
任
し
、
住

１５

民
の
強
制
労
働
に
よ
る
会
津
三
方
道
路

の
建
設
を
強
制
し
ま
し
た
。
会
津
の

人
々
は
自
由
党
員
を
中
心
に
反
対
運
動

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
三
島
県
令
は
指

導
者
を
逮
捕
し
て
喜
多
方
警
察
署
に
留

置
し
ま
し
た
。　

月
に
弾
正
ヶ
原
（
塩

１１

川
町
）
に
集
結
し
た
人
々
は
、
喜
多
方

に
む
か
い
警
察
署
を
包
囲
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
口
実
に
な
り
、
県
下
自
由

党
員
の
一
斉
逮
捕
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

●
吉
田
光
一
の
逮
捕
と
東
京
護
送

　

福
島
自
由
党
の
指
導
者
河
野
広
中
は

　

月
１
日
福
島
で
逮
捕
さ
れ
、
吉
田
光

１２一
も　

日
に
下
泉
の
自
宅
で
逮
捕
さ
れ

１０

ま
し
た
。
他
に
鈴
木
重
謙
（
下
泉
）、
関

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

石
川
地
方
で
は
、　

月
１
日
か
ら

１０

ご
み
の
分
別
方
法
を
一
新
し
、
各
町

村
を
統
一
し
た
ご
み
処
理
を
進
め
て

い
ま
す
。
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は

９
月
中
旬
以
降
に
各
家
庭
に
配
布
し

ま
し
た
「
石
川
地
方
・
家
庭
ご
み
の

分
け
方
出
し
方
」、
保
存
版
「
石
川
地

方
ご
み
の
い
ろ
い
ろ
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
新
指
定
袋
に
入
れ
て
、
該
当

日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

燃
え
る
ご
み
、
不
燃
ご

み
は
新
し
い
指
定
袋
で

出
し
ま
し
ょ
う

　

明
治　

年
（
１
８
８
２
）
は
自
由
民
権
運
動
の
ピ
ー
ク
で
し
た
。
国
会
開
設

１５

の
要
求
は
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
が
、
専
制
権
力
の
維
持
を
計
る
明
治
政
府
は
、

民
権
運
動
を
担
っ
た
自
由
党
の
弾
圧
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
舞
台
と
な
っ

た
の
が
本
県
で
、
今
年
で
１
２
０
年
に
な
り
ま
す
。

根
常
吉
（
母
畑
）
ら
五
人
が
逮
捕
さ
れ

会
津
若
松
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
ら

は
東
京
で
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

豪
雪
の
勢
至
堂
峠
を
越
え
ま
し
た
。

　

石
川
町
・
石
川
町
教
育
委
員
会
は
石

陽
史
学
会
と
共
催
し
、
吉
田
ら
の
苦
労

と
民
権
運
動
の
跡
を
偲
ぶ
企
画
を
し
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
募
集
し

ま
す
。

▼ 
日
時　
平
成　

年　

月　

日
（
土
）

１４

１１

２３

午
前
８
時
・
石
川
町
役
場
分
庁
舎
前
集

合　

▼
コ
ー
ス　
長
沼
町
�
勢
至
堂
峠

（
徒
歩　

分
程
度
）
�
湖
南
コ
ミ
ュ
ニ

３０

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
）
�
弾
正
ヶ

原
�
喜
多
方
市
自
由
民
権
記
念
館
�
分

庁
舎（
午
後
４
時　

分
帰
着
予
定
）　

▼

３０

交
通　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台　

▼
募
集

人
員　　

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

５０

▼
会
費　
千
円　

▼
そ
の
他　
昼
食
の
用

意
と
足
ご
し
ら
え
を
し
て
く
だ
さ
い　

▼
申
込
方
法　
会
費
を
添
え
て　

月　
１１

１１

日
ま
で
に
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い　

▼
お
問
い

合
わ
せ
先　
教
育
委
員
会
町
史
編
纂
室

�　

│
９
１
３
８

２６

▲勢至堂峠の
　会津藩境石碑

勢
至
堂
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
・
バ
ス
旅
行
参
加
者
募
集

サ
ー
ビ
ス
・
主
な
内
容

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
取
引
。

残
高
・
入
出
金
照
会
な
ど
資
金
移
動
を
伴

わ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
と
こ
ろ
か
ら
振

込
や
振
替
の
み
な
ら
ず
、
投
資
信
託
や
外

貨
取
引
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
決
済
ま
で
可

能
な
と
こ
ろ
も
。
大
半
が　

時
間
利
用
可
。

２４

●
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ

　

電
話
に
よ
る
取
引
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
利
用
す
れ
ば
通
信
費
用
も
か
か
ら
な
い
。

有
人
対
応
の
場
合
は
利
用
時
間
は
限
ら
れ

る
が
、
全
般
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が

豊
富
。

●
モ
バ
イ
ル
（
携
帯
電
話
）
バ
ン
キ
ン
グ

　

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
取
引
。
今
の
と

こ
ろ
、
残
高
照
会
か
ら
振
込
程
度
で
、
利

用
機
器
は
ｉ
モ
ー
ド
に
限
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
利
用
時
間
は　

時
間
Ｏ
Ｋ
。

２４

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

　

金
融
機
関
同
士
の
連
携
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
の
連
携
に
よ
り
、
自
行
同

様
に
利
用
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
増
加
。
利
用

時
間
の
延
長
も
進
み
、
土
日
の
利
用
や　
２４

時
間
化
も
。

●
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
会
員
制
度
な
ど

　

優
良
顧
客
に
対
し
て
の
金
利
優
遇
、
手

数
料
の
割
引
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
提
供
な
ど
、

会
費
の
必
要
な
も
の
も
。

●
投
資
信
託
な
ど

　

外
資
系
商
品
も
含
め
て
取
り
扱
い
専
用

の
窓
口
や
担
当
者
を
お
い
た
り
、
電
話
な

ど
で
の
販
売
も
。

●
外
貨
取
り
扱
い

　

外
貨
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
の
取

り
扱
い
窓
口
も
拡
充
。
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
も
。
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　患者負担の限度額以上に支払った金額は、高額療養費として払戻さ
れます。70歳以上の方についても、70歳未満の方と同じようにいっ
たん一定割合を医療機関の窓口で支払い、あとで申請して払戻しを受
けます。 

※1同一世帯に行っての所得以上（課税所得が124万円以上）の70歳以上の方または
老人保健対象者がいる方。ただし、70歳以上の方および老人保健対象者の収入の合

計が、一定額未満（70歳以上の方が一人の世帯の場合：年収450万円未満、70歳
以上の方および老人保健対象者が二人以上の世帯の場合：年収637万円未満）であ
る旨申請があった場合を除きます。 

※2同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税の方。 
※3住民税非課税の世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たない方。 
※4〔　　〕内の金額は、年4回以上高額療養費を受けた場合の4回目以降の患者負担限

度額です。 
※人工透析を行っている慢性肝不全、血友病等の患者負担限度額は10,000円となります。 

平成14年10月1日から医療費の患者負担の限度額が変わりました 医療費が高額になったとき
は払戻しを受けます 

ポイン
ト 負担が高額になりすぎないよう、患者負担の限度額が決められています。 

国民健康保険に加入している方の患者負担の 
限度額はこうなりました 

●70歳以上の方は、新たに患者負担限度額が決められました 
70歳以上の方の患者負担限度額 

●70歳未満の方は、これまでの患者負担限度額が引上げられました 
国民健康保険世帯の患者負担限度額 

区　　分 �外来の場合（個人ごとに計算） 

40,200円 

12,000円 

8,000円 

72,300円＋（かかった医
療費－361,500円）×1％
〔40,200円〕※4

40,200円 

24,600円 

15,000円 

�世帯単位で入院と外来が
　あった場合は合算します 

139,800円＋（かかった医療費－699,000円）×1％
〔77,700円〕※3

72,300円＋（かかった医療費－361,500円）×1％
〔40,200円〕※3

35,400円〔24,600円〕※3

一定以上所得者※1

一　　般 

上位所得者 ※1

区　　分 患者負担限度額 

一　　般 

住民税非課税 ※2

住民税非課税Ⅱ※2

住民税非課税Ⅰ※3

※1同一世帯のすべての国保被保険者の基礎控除後の所得の合計額が670万円を超える
方 

※2同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税の方。 
※3〔　　〕内の金額は、年4回以上高額療養費を受けた場合の4回目以降の患者負担限

度額です。 
※人工透析を行っている慢性肝不全、血友病等の患者負担限度額は10,000円となります。 

　

９
月
に
保
健
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
公

民
館
に
お
い
て
、
骨
密
度
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
全
部
で
５
３
５
人
が
受
け

ま
し
た
。

　

今
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
予
備
軍

は
急
激
に
増
加
し
、
全
国
で
男
女
合
わ

せ
て
１
０
０
０
万
人
と
も
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に　

万
人
と
い

７０

わ
れ
る
寝
た
き
り
の
原
因
は
、
老
衰
を

除
く
と
、
第
１
位
は
脳
卒
中
で
す
が
、

第
２
位
は
骨
折
で
す
。
こ
の
骨
折
に
骨

粗
鬆
症
に
よ
る
骨
の
も
ろ
さ
が
大
き
く

関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

推
定
し
た
結
果
で
み
る
と
、
老
若
に

か
か
わ
ら
ず
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
日
常

的
に
食
べ
な
い
人
と
、
運
動
習
慣
の
な

い
人
に
、
要
注
意
者
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
女
の
人
で
は
、
生
理
が
終
わ
る

と
数
値
的
に
、
下
が
り
や
す
い
の
で
す

が
、
普
段
の
生
活
習
慣
で
、
や
は
り
違

っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
普
段
か
ら
、

畑
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
し
て
い
な

い
人
に
比
べ
て
よ
い
結
果
が
で
ま
し
た
。

「
畑
仕
事
も
、
骨
に
は
い
い
な
ぁ
・・・
」

と
、
み
な
さ
ん
思
っ
た
よ
う
で
す
。

　

毎
日
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
牛
乳
（
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
な
ど
）
と
干
し
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
太
陽
に
あ
た
っ
た
も
の
は
、
食
事

の
時
に
積
極
的
に
食
べ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
ヒ
ト
は
動
物
な
の
で
、
や
は
り

動
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

あ
な
た
の
骨

い
い
仕
事
し
て
い
ま
す
か

今月の納期
１１月２５日まで納めましょう

国定資産税（３期分）　国民健康保険税（５期分）　介護保険料（５期分）

になる
いい話。 ��������	
��


　病院や健康相談で「しょっぱい物を食べ過ぎないようにしてく
ださい。」と言われた経験はないでしょうか。どうして「しょっ
ぱい物」が良くないのかご存知ですか？
　塩分（しょっぱい物）は、体内で塩の成分ナトリウムイオンが
血管壁にしみ込んで、血管が収縮され血圧が上昇します。血管内
のナトリウム量が増加し、その濃度を下げようと働くため水分摂
取量が増え、腎臓と心臓に負担がかかって血圧が上昇します。「濃
い味じゃないと食べた気がしない」としょうゆをたっぷりかけた
塩鮭の焼き魚、漬物などを食べていると、脳梗塞や心筋梗塞が襲
ってきます。普段の食生活をもう一度振り返って「減塩」できる
工夫をしてみてはいかがでしょうか。

●新鮮な食材を使い、素材そのものの
持ち味を生かしたり、だし、酸味、香
辛料などを利用し薄味の工夫をする。

●しょうゆ、ソースなどはかけずに、つ
けて食べる。

●みそ汁は、野菜、海藻、豆腐等たっぷ
り入れ汁は少なめにする。

●外食はできるだけ避け、麺類の汁は残すようにする。
●漬物は浅漬けや一夜漬けを食べるようにする。食べ過ぎには注意。
●テーブルの上など手の届く所に食卓塩や調味料を置かないよう
にする。

●加工食品、スナック菓子は塩分が多いのでできるだけ少なくする。

　野菜、果物、海藻類、
きのこ等はナトリウムを
尿から体内へ排出する働
きがあるカリウムが多く
含まれていますので、た
っぷり食べることをお勧
めします。 

減塩生活のための工夫
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●
日　
　

時

　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１５

１２

　

午
前　

時
〜

１１

●
会　
　

場

　

ホ
テ
ル
「
松
多
屋
」

●
対
象
者

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４

５７

５８

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

な
お
、
石
川
町
に
住
民
登
録
が
な
い

方
で
、
成
人
式
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
家
族
の
方
等
が
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
参
加
申
請
書

１１

３０

を
各
受
付
窓
口
（
教
育
委
員
会
・
役
場

窓
口
・
中
央
公
民
館
・
各
地
区
公
民
館
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
申
請
書

は
、
各
受
付
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
た
方
及
び
石
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
方
に
は
、
別
途
案
内
の

通
知
を
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

生
涯
学
習
係

　

�
２
６
│
９
１
３
６

　

全
国
の
法
務
局
で
は
、
本
年　

月
か

１０

ら
、
５
年
以
上
登
記
を
し
て
い
な
い
株

式
会
社
に
つ
い
て
、
商
法
第
４
０
６
条

ノ
３
の
規
定
に
よ
る
休
眠
会
社
の
整
理

作
業
を
行
い
ま
す
。

　

本
年　

月
１
日
の
時
点
で
最
後
の
登

１０

記
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
株
式
会

社
は
、　

月
２
日
（
月
）
ま
で
に
登
記

１２

の
申
請
又
は
「
ま
だ
営
業
を
廃
止
し
て

い
な
い
」
旨
の
届
出
を
し
な
い
限
り
解

散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
職
権
で
解

散
の
登
記
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所

　

�
０
２
４
８
│
７
３
│
２
５
９
８

　
　

月
１
日
か
ら
石
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ

１０
ー
ジ
が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

随
時
更
新
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ド
レ
ス
や
各
担
当
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

も
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w
w
.to
w
n
.is
h
ika

w

a
.fu
ku
s
h
im
a
.jp
/jyo

h
o
/

●
新
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

ko
h
o
_k@

to
w
n
.is
h
ika

w
a
.fu

ku
s
h
im
a
.jp

　

企
画
商
工
課
商
工
観
光
係

s
yo
u
ko
_k@

to
w
n
.is
h
ika

w
a
.

fu
ku
s
h
im
a
.jp

　

財
政
課
情
報
管
理
係

jyo
h
o
@
to
w
n
.is
h
ika

w
a
.fu
k

u
s
h
im
a
.jp

●
そ
の
他
の
各
課
担
当
ご
と
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
も
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

ko
h
o
_k@

to
w
n
.is
h
ika

w
a
.fu

ku
s
h
im
a
.jp

　
　

月
１
日
か
ら
町
内
８
つ
の
小
学
校
、

１０
２
つ
の
中
学
校
、
５
つ
の
地
区
公
民
館

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

石
川
小
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
３
４

沢
田
小
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
４
３

野
木
沢
小
学
校　
　

２
６
│
３
１
３
７

母
畑
小
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
５
２

中
谷
第
一
小
学
校　

２
６
│
３
０
７
４

中
谷
第
二
小
学
校　

２
６
│
３
０
６
５

山
形
小
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
７
９

南
山
形
小
学
校　
　

２
６
│
３
０
９
７

石
川
中
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
３
６

沢
田
中
学
校　
　
　

２
６
│
３
０
４
８

沢
田
地
区
公
民
館　

２
６
│
３
０
４
９

野
木
沢
地
区
公
民
館
２
６
│
３
１
３
５

母
畑
地
区
公
民
館　

２
６
│
３
０
５
７

中
谷
地
区
公
民
館　

２
６
│
３
０
６
８

山
橋
地
区
公
民
館　

２
６
│
３
１
０
９

　

Ｓ
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣
認
可

の
標
準
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業
し
て

い
る
お
店
で
す
。

　

こ
の
Ｓ
マ
ー
ク
を
店
頭
に
表
示
し
て

い
る
お
店
な
ら
安
全
、
衛
生
、
技
術
が

保
証
さ
れ
、
皆
様
の
信
頼
で
き
る
お
店

選
び
の
大
き
な
目
安
と
な
り
ま
す
。
ま

た
万
一
の
場
合
、
事
故
賠
償
基
準
に
基

づ
い
た
補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー

　

�
０
２
４
│
５
２
１
│
４
０
２
７

募
　
集 

相
　
談 

株
式
会
社
の
経
営
者
の
方
へ

休
眠
会
社
整
理
の
お
知
ら
せ

町
内
小
・
中
学
校
・
地
区

公
民
館
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

変
更
の
お
知
ら
せ

石
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
等
変
更
の
お
知
ら
せ

成
人
式
の
お
知
ら
せ

理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
の
お
店
選
び

は
Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
で
！

〈
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
ス
タ
ー
ト
〜
福
島
県
庁
前
ゴ

ー
ル
〉

　

月　

日
（
日
）　

午
前
８
時
号
砲

１１

１７

　

第　

回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

１４

断
駅
伝
競
走
大
会
が　

月　

日

１１

１７

（
日
）、
白
河
・
福
島
間
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

当
日
は
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
午
前
８
時
に
ス

タ
ー
ト
し
、
福
島
市
の
県
庁
前
を

ゴ
ー
ル
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

石
川
町
選
手
団
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン　
３０

番
を
付
け
、
上
位
入
賞
を
目
指
し

１
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
町
選
手
団

ゼ
ッ
ケ
ン　

番
を

３０

声
援
し
よ
う
！

第　

回　
　
　
　

１４

　

ふ
く
し
ま
駅
伝

��������
��������	
�
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11・12月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

岡
崎　
　

蒼
   

（
寛　

人
・
貴　

子
）
古　

館

そ
う

星
野　
 
智 
史
   

（
和　

幸
・
恵　

子
）
赤　

羽

さ
と 
し

秋
山　
 
結 
美
   

（
正　

治
・
仁　

美
）
北　

町

ゆ 

み

遠
藤　
 
寿 
生
   

（
崇　

典
・
寿　

枝
）
沢　

井

こ
と 
は

大
竹　
 
麻 
友
   

（
恒　

喜
・
友　

子
）
長
久
保

ま 

ゆ

二
瓶　
 
耕 
太
   

（
伸　

一
・
一　

美
）
中　

野

こ
う 
た

山
田　
 
和 
奈
   

（　

誠　

・
早　

苗
）
双　

里

あ
い 
な

近
内　
 
麻 
央
   

（
正　

明
・
朋　

子
）
塩　

沢

ま 

お

矢
部　
 
桃 
花
   

（
正　

勝
・
夕
起
子
）
立
ヶ
岡

も
も 
か

永
沼　
　

蓮
   

（
政　

昭
・
久
美
子
）
山　

形

れ
ん

藤
澤　
 
快 
都
   

（
男　

幸
・
由　

美
）
沢　

井

か
い 
と

水
野　
 
彩 
花
   

（　

進　

・
弥　

生
）
一
ノ
沢

あ
や 
か

中
島　
　

茜
   

（
一　

繁
・
み
ど
り
）
沢　

井

あ
か
ね

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

橋　

本　

利　

一　
　
　
　
　

山　

形

有　

賀　

常　

久　
　
　
　
　

塩　

沢

　
　

田　

仙　

助　
　
　
　
　

谷　

沢

郷　
　
　
　

清　
　
　
　
　
　

新
屋
敷

菅　

家　

ミ　

チ　
　
　
　
　

南
山
形

草　

野　

正　

明　
　
　
　
　

曲　

木

小
豆
畑　

フ　

ヂ　
　
　
　
　

外
国
見

岡　

部　

ト　

ミ　
　
　
　
　

双　

里

中　

野　

健　

造　
　
　
　
　

南
山
形

金　

沢　

マ　

サ　
　
　
　
　

南　

町

曲　

山　

タ　

ヱ　
　
　
　
　

塩　

沢

相　

樂　

文　

男　
　
　
　
　

双　

里

　
　

谷　

ミ　

ヱ　
　
　
　
　

南　

町

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

白河市～福島市

勤労青少年ホーム

石川共同福祉施設

クリスタルロード

東京歌舞伎座

役場宿直室

老人福祉センター

勤労青少年ホーム

心配ごと相談（午前１０時～）

県南ミニバスケット大会

　　　　　　（～１７日・２４日）　

第１４回ふくしま駅伝

年金相談会（午前１０時～）　

第６回県中地方公衆衛生大会

八槻市

芸術鑑賞事業（歌舞伎）

交通事故巡回相談（午前１０時～）

心配ごと相談（午前１０時～）

農業簿記講座（午後７時～）

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

１５
１６

１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７

２８
２９
３０

クリスタルパーク・石川

勤労青少年ホーム

老人福祉センター

母畑レークサイドセンター

家庭バレーボール大会

世界エイズデー

省エネルギー総点検の日

障害者週間（～９日）

みかんの日

年金相談会（午前１０時～）

心配ごと相談（午前１０時～）

石川スケートセンターオープン

障害者の日

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

１

２
３

４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

（平成１４年９月１日～９月３０日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

西　

牧　

和　

浩　
　
　
　

屋
敷
入

　

増　

子　

梨　

恵　
　
　
　

沢　

井

　

草　

野　
　

隆　
　
　
　
　

塩　

沢

　

大　

串　

広　

美　
　
　
　

北　

山

　

深　

谷　
　

功　
　
　
　
　

沢　

井

　

須　

藤　

美　

幸　
　
　
　

棚
倉
町

　

八　

幡　

庸　

介　
　
　
　

塩　

沢

　

小　

林　

麻　

里　
　
　
　

塩　

沢

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔〔〔〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第188回● 
中谷児童館 

　児童館の館庭には、桜、もみじ、いちょうの木々があり、四季折
々の自然の美しさに触れながら、19人の子どもたちがのびのびと元
気いっぱいに生活しています。 

「あきのむしたち」 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　9月下旬から11月にかけ、本州から南西諸島、朝鮮・
中国に分布する一年草。水田や沼沢地、湖岸などの水湿
地に生育し、水田の害草の1つとして知られています。
茎は斜めに立ち上がるが生長するにつれて横に這い、節
から根を出します。所々から枝分かれして群落を形成し、
淡い紫色の花を咲かせます。 

（イボクサ：ツユクサ科） 

　沢田児童館に通う根本克彦さん(中央左)、
美和さん(中央右)と祖父の栄次さん(左)、祖
母の利枝子さん(右)です。 

19,467人（＋　7） 

（  ）内前月比 

●10月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,509人（＋　1） 
9,958人（＋　6） 
5,585戸（＋　8） 

　１０月１日から細分別が始まり各家庭においては、
説明会に出かけたり、ごみ収集カレンダーやガ
イドブックが届いたりして戸惑いも多かったこ
とと思います。１０月の第一週のごみ収集では、
ごみステーションに出された大半の可燃ごみには、
ステッカーが貼ってありました。古い袋が残っ
ていたからとか、その袋はどう使っていけばな
ど問い合わせもあったようです。購入する商品
のほとんどにリサイクルの表示がしてある今日、
身の回りで使うものはごみではなく、資源であ
るという意識改革が必要ではないでしょうか。 

（迎　茂城） 

　児童館のまわりには、秋の虫がいっぱい。カマキリ、バッタ、コ
オロギ、み～んな友だち。虫大好きな子どもたちが、ワイワイ、ガ
ヤガヤと賑やかに製作しました。(縦80cm×横110cm) 

左上から　添田沙織さん（6歳）、山口　藍さん（6歳）、塩田あかね

さん（6歳）、杉原駿男さん（6歳）、坂本静紀さん（6歳）、有松浩輔

さん（6歳）、相楽真未さん（6歳）、添田健太さん（6歳）、飯島万里子

さん（5歳）、添田　慶さん（5歳） 

さおり 

はやお 

ま み  

けい 

ま り こ  

しずき 

けんた 

こうすけ 

あい 
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